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【手続補正書】
【提出日】令和2年1月9日(2020.1.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　－コリオリチューブ（３）と、
　－前記チューブを、励起軸（２９）の周りで振動させるための励起手段（９、９’、１
０）と、
　－使用中に、少なくとも前記コリオリチューブ（３）の一部の運動の量の測定値を検出
する検出手段（１１２、１１２’）とを備え、
　前記コリオリチューブは、前記励起軸（２９）を横断して延びる測定チューブ部分（１
２４、１２４’）を備え、
　前記検出手段は、２つの検出要素（１１２、１１２’）を備え、
　前記２つの検出要素（１１２、１１２’）は、前記測定チューブ部分（１２４）のそれ
ぞれ反対側面上に配置され、
　前記２つの検出要素（１１２、１１２’）は、一部が励起軸（２９）にオーバラップし
ており、
　励起軸（２９）と平行な方向に見たとき、前記２つの検出要素（１１２、１１２’）は
、互いにそれぞれの後方に配置され、それぞれの一部同士がオーバラップし、
　前記２つの検出要素（１１２、１１２’）の少なくとも１つは、励起軸（２９）に関し
て非対称に配置される、
コリオリ流量計。
【請求項２】
　前記コリオリチューブ（３）は実質的にＵ字型である、
請求項１に記載のコリオリ流量計。
【請求項３】
　前記２つの検出要素（１１２、１１２’）の各々は、励起軸（２９）に関して非対称に
配置される、
請求項１または２に記載のコリオリ流量計。
【請求項４】
　前記検出要素は、読み出し要素（１１１、１１３；１１１’、１１３’）である、
請求項１から３のいずれか一項に記載のコリオリ流量計。
【請求項５】
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　マイクロマシンによるコリオリ流量計であることを特徴とする請求項１に記載のコリオ
リ流量計。
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